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皆さん、おはようございます。○星原委員長

ただいまから防災対策特別委員会を開催いたし

ます。

まず、本日の日程でありますが、お手元に日

程案をお配りしております。

本日は、まず土木部から「大淀川・五ヶ瀬川

下流域の浸水状況とその対策について」の説明

を受け、次に総務部から「宮崎県地域防災計画

の見直しについて」の説明を受けることといた

しております。その後、防災に関する条例骨子

案の御検討や県内調査の御協議をお願いしたい

と存じます。
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なお、土木部につきましては、当委員会のほ

か 「河川環境対策特別委員会」にも招聘されて、

おり、意見聴取の時間が限られておりますの

、 。で 30分程度で御了承いただきたいと思います

皆さん方の御協力をお願いいたします。

。以上のように取り進めてよろしいでしょうか

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定をさ○星原委員長

せていただきます。

土木部の入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時02分休憩

午前10時03分再開

委員会を再開いたします。○星原委員長

土木部の概要説明に先立ちまして、一言ごあ

いさつを申し上げます。

私は、当委員会の委員長に選任をされました

星原でございます。どうぞよろしくお願いいた

します。

私ども13名が４月の臨時議会において当特別

委員会の委員として選任され、現在、防災対策

に関する所要の調査活動を実施しているところ

でございます。

本日、土木部の皆様方には、大淀川、五ヶ瀬

川の浸水状況と対策について御説明いただくわ

けでございますが、今後とも御協力のほどよろ

しくお願いをいたします。

なお、当委員会の委員につきましては、事前

、に配付しております委員名簿のとおりですので

紹介は省略をさせていただきたいと思います。

また、土木部につきましても、資料の中に本

日御出席の幹部職員名簿を掲載していただいて

おりますので、紹介は省略していただいて結構

であります。

それでは土木部長よりごあいさつ及び説明を

お願いいたします。

。○藤本土木部長 土木部長の藤本でございます

委員の皆様には、防災対策に関しまして御審

議、御指導いただくこととなりました。いろい

ろお世話になることと存じますが、何とぞよろ

しくお願い申し上げます。

当委員会におかれましては、防災に係る条例

に関すること及び防災・危機管理に係る諸対策

に関することにつきまして調査いただくわけで

ございますが、土木部といたしましても、風水

害や土砂災害などの自然災害から県民の生命・

財産を守ることはとりわけ重要な使命でありま

して、治水、砂防、道路防災対策を進めますと

ともに、防災情報の提供や警戒避難体制の整備

などのソフト対策も一体的に推進してまいりた

いと考えております。

本日は、昨年の台風14号によりまして甚大な

被害をこうむりました大淀川及び五ヶ瀬川の下

流域の浸水状況とその対策につきまして、河川

課長に説明をさせますので、よろしくお願いい

たします。

なお、本日出席しております職員の紹介は、

委員会資料１ページに記載しております名簿に

より、紹介にかえさせていただきたいと存じま

す。

今後とも、土木行政の推進に、職員一丸とな

りまして取り組んでまいりますので、御指導、

御支援のほどよろしくお願いいたします。

以上でございます。

。○児玉河川課長 河川課長の児玉でございます

お手元にお配りしております委員会資料で 「大、

淀川・五ヶ瀬川下流域の浸水状況とその対策」

につきまして御説明したいと思います。

それでは、委員会資料の２ページをお開きい

ただきたいと思います。
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まず、１番目の「大淀川下流域の浸水状況と

その対策について」であります。

（１）の昨年の家屋の浸水被害状況につきま

して、大淀川下流域のデータを取りまとめてお

ります。合併前の宮崎市では合計で2,569戸、旧

高岡町で1,168戸など、大淀川下流域では合計

で4,170戸という甚大な浸水被害が発生しており

ます。この大淀川下流域におきましては、国及

び県では激特事業や既に事業を実施していた別

の事業によりまして、浸水被害の解消ですとか

軽減策を早期に図ってまいります。

（２）の浸水被害箇所とその対策につきまし

ては、対策工の種別ごと国・県ごとに実施する

、 。地区 それから事業名を取りまとめております

なお、そのうちの激特事業につきましては、

別途配付しております表題が「大淀川激特事業

概要」となっております、このＡ３の図面でご

ざいます。こちらとあわせてごらんいただきた

いと思いますが、この図面の見方からまず御説

明したいと思います。それぞれ事業箇所ごとに

白抜きで実施する工事の種別、それから規模を

あらわしておりまして、またそのうち、17年度

予算での事業内容が黄色で、また18年度の事業

内容をピンク色で表示しておりますので、ごら

んいただきたいと思います。

それでは、委員会資料の２ページに戻ってい

ただきまして （２）の一番上から順番に、まず、

河道掘削でございますが、順次御説明してまい

ります。

昨年の台風14号では、大淀川の洪水は、その

水位が過去最高水位を記録しております。それ

から、なおかつまた長時間にわたり周辺の土地

よりも水位が高い状態が続きました。そういっ

、 、たことから そういうことが原因となりまして

各地で浸水被害が増大しました。そんなことも

ありましたので、まず、大淀川本川の洪水時の

水位を下げるために河道掘削を実施するもので

ございます。この河道掘削につきましては、国

が天満橋から平和台大橋の区間の高水敷を約60

万立方メートル掘削しまして、結果的に約30セ

ンチの水位を下げることとしております。既に

ことしの５月には約25万立方メートル掘削する

工事に着手されてまして さらに７月までに約24、

万立方メートルの掘削工事に着手する予定とい

うふうに伺っております。

２番目としまして、大淀川や支川本庄川など

の堤防の一部が未整備となっておりましたこと

から、そこから洪水が流れ込みまして甚大な被

害が発生しました。そういった箇所での堤防の

新設などでございます。国では、大淀川本川で

、は大淀川学習館付近の宮崎市下北方など６カ所

本庄川では吉野地区、深年川では国富町の木脇

地区など２カ所の計９カ所で計画をしておりま

す。

３番目としまして、洪水が堤防を越えて浸水

被害が発生いたしました支川の大谷川の堤防に

つきましては、本川の合流部から上流の城ノ下

橋までの約3.3キロ区間におきまして、県が堤防

のかさ上げを行います。

また、大淀川の多くの支川では、本川の洪水

時の水位が長時間にわたり高い水位となりまし

たことから、支川の水が本川に流れにくくなり

まして、その結果、支川の水があふれ、周辺で

。甚大な内水による浸水被害が発生しております

このため、県が管理しております支川では、内

水の浸水対策を図ってまいります。

まず、４番目にありますが、内水により浸水

、しました宮崎市高岡町の穆佐地区におきまして

後ほど御説明しますが、ポンプの整備とあわせ

まして、支川瓜田川、そのまた支川であります
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麓川の河道拡幅を延長約１キロにわたって実施

しますとともに、瓜田川流域で周辺に比べて低

い宅地があった場合に、そういったところのか

さ上げなどを実施することにしております。

５番目としましては、内水による浸水被害の

軽減を図りますために、排水ポンプを整備する

こととしております。国では宮崎市の瓜生野地

区、それから穆佐地区で新しくポンプを設置す

る計画でございます。また、県としましては、

、旧高岡町の中心部にあります飯田川の排水機場

これは既設のものでありますが、このポンプの

増設、このポンプ場が昨年は水没しまして、そ

の結果、稼働不能となりましたことから、ポン

プ場の浸水対策としましての防水壁を設置する

ことにしております。近く防水壁の設置工事に

着手する予定となっております。なお、排水ポ

ンプの増設につきましては、19年度の完成を予

定しております。さらに排水ポンプの整備につ

きましては、６番目に書いておりますが、既に

これまでに事業実施中でありました宮崎市の富

吉地区での３カ所の排水ポンプの整備がござい

ます。国が床上浸水対策特別緊急事業によりま

して実施しております支川の江川におきまして

は19年度の完成予定となっておりまして、また

天神川では20年度の完成予定となっておるとこ

ろです。

それから、県の方では総合流域防災事業によ

りまして、六田川において19年度の完成予定で

。 （ ）整備を進めております 国ではこのほかに ３

に書いておりますが、緊急内水対策を行う体制

がとられております。宮崎河川国道事務所には

計８台の緊急内水対策車、いわゆる排水ポンプ

車というものですが、こういったものがありま

して、都城市ですとか宮崎市、それからまた小

丸川下流の高鍋町におきまして、浸水被害が起

こりやすい箇所に配置されることになっており

ます。

続きまして右側、次の３ページの方をごらん

いただきたいと思います。

２番目の五ヶ瀬川下流域の浸水状況とその対

策についてであります。

（ ） 、１ の家屋の浸水被害状況につきましては

合併前の延岡市で1,940戸など、五ヶ瀬川下流域

では合計で2,366戸という甚大な浸水被害が発生

しております。当流域におきましても、国及び

県では激特事業ですとか、既に事業実施してい

ました水防災対策特定河川事業、いわゆる水防

災事業などによりまして浸水被害の解消や軽減

策を早急に図ってまいります。

（２）の浸水被害箇所とその対策につきまし

、 、 、ては 先ほどと同様に 対策工の種別ごとに国

県ごとに実施する地区や事業名を取りまとめて

おりますので、激特事業につきましては、別途

配付しておりますＡ３のカラーの図面ですが、

表題が「五ヶ瀬川激特事業概要」となっており

ます。これと一緒にごらんいただきたいと思い

ます。

昨年、五ヶ瀬川につきましても、洪水時の水

位が過去最高を記録しまして、洪水が堤防を越

えるなど甚大な被害が発生しましたことから、

まず洪水時の五ヶ瀬川本川及び大瀬側の水位を

下げる対策としまして、１番目に書いておりま

すが 国では 五ヶ瀬川と大瀬川を合わせて約160、 、

。万立方メートルの河道掘削を予定しております

既にことしの５月には約15万立方メートル掘削

する工事に着手しております。

２番目としまして、五ヶ瀬川と大瀬川が再び

合流しておりますＪＲの鉄道橋から国道10号の

延岡大橋下流付近では、隔流堤といいまして、

堤防を川の中ほどに設置しまして、２つの川を
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分断して流すことによりまして、合流の影響に

よります五ヶ瀬川本川の水位の上昇を防ぐ計画

となっております。

３番目としまして、河口部では五ヶ瀬川の洪

水を海に円滑に流すために導流堤を整備するこ

とになっております。これらの工事によりまし

て五ヶ瀬川及び大瀬川の洪水時の水位を低下さ

せる計画としております。

４番目としましては、昨年洪水が堤防を越え

ましたことから、堤防のかさ上げを実施するも

。 、 、のであります 国では 五ヶ瀬川本川の中の瀬

松山、三輪地区で、それから支川の祝子川では

粟野名地区で既設の堤防を約１メーターほどか

さ上げしまして、洪水が堤防を越えない高さに

する計画となっております。

５番目としまして、橋梁の補強や架替であり

ます。河川の中の掘削によりまして、水位の低

下を図ることにしておりますが、その結果、橋

梁の橋脚の保護が必要となります五ヶ瀬川にか

かっている県道の板田橋、それから市道の亀井

橋などの補強工事を実施します。また、大瀬川

、にかかっている県道の安賀多橋につきましては

水位を下げましても、その洪水と橋げたの間の

所定の余裕が確保できませんので、結果的にか

けかえる計画となっております。

６番目としまして、排水ポンプの整備であり

ます。五ヶ瀬川水系では内水による浸水被害が

発生しましたことから、国では支川北川におき

、 、まして延岡市の追内地区 それから川島地区で

県としましては、支川の祝子川におきまして夏

田地区で新しく排水ポンプを設置する計画であ

ります。川島地区と夏田地区では19年度の完成

予定としておりまして、追内地区では20年度の

完成予定となっております。

以上までが激特事業によりまして実施する事

業でございますが、さらに排水ポンプの整備に

、 、つきましては 国では７番目にありますように

昨年浸水被害が発生しました延岡市の桜小路、

ここに既設の排水ポンプがあるんですが、これ

の増設工事に17年度の補正予算で着手されてお

ります。

以上が旧延岡市において実施する事業となっ

ておりますが、五ヶ瀬川や支川の北川の県管理

区間につきましては、旧北方町や北川町におき

まして、水防災事業を実施しているところでご

ざいます。五ヶ瀬川では延岡市の貝の畑から延

岡市北方町の川水流までの区間、また支川の北

、川では延岡市の差木野から北川町の屋形原まで

それと北川のさらに支川となります小川の尾平

地区までの区間におきまして、集落を囲み、洪

水を防止する輪中堤の設置ですとか、計画高水

より低い宅地にある家屋のかさ上げといったよ

うなことを実施しております。

最後に （３）の緊急内水対策についてであり、

ます。これも宮崎と同様に延岡河川国道事務所

には計４台の排水ポンプ車がありますが、延岡

市内におきまして、浸水被害が起こりやすい箇

所に配置されることになっております。

河川課からは以上でございます。

ありがとうございました。土木○星原委員長

部の説明が終わりました。ここで委員の皆さん

方の御意見及び御質疑をお受けしたいと思いま

。 、 、す なお 10時40分を目途にしておりますので

簡潔にお願いをいたしたいと思います。

関連ですが、瓜生野のところの竹○長友委員

、 、原田の特殊堤 これは50メートルということで

こちらの資料には載っておりますけれども、今

説明のあった資料の方には載ってないんですけ

、 。れども やらないということじゃないんですね

資料の方には下北方地区とし○児玉河川課長
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てまとめて書いておりまして、実際に図面にあ

ります特殊堤50メーターもやる予定になってお

ります。

それから、内水ポンプの能力です○長友委員

けれども、毎秒16立方メーターとか20立方メー

ターとか18とか微妙に差があるわけですけれど

も、これは内水の量とかそういうことがきちん

と計算された上での状況でしょうか。

排水ポンプの整備につきまし○児玉河川課長

、 、ては 支川の水が本川に流れにくくなりまして

内水浸水という浸水被害が起こるわけですが、

その浸水被害が起こる地域の地形ですとか、ど

れぐらいたまるか、そういったことによっても

違ってきますので、いろんなトライアル計算を

やりまして、その中でここの地域にはこのぐら

いのポンプが必要だという計算をして出してお

ります。もうちょっと詳しく申しますと、一般

的には国が直轄でやったり、県が補助事業でや

たりしますが、そういう際には全国的に一律の

基準がございまして、そういう本川の大きな洪

水のときに、支川流域に10年に１回程度起こる

雨、そういった雨が降ったときにどれぐらいた

まるかというのを計算しまして、それで床上浸

水にならないように、ならない分だけ水を汲む

と。床下浸水までは許容するということでポン

プの容量が決められております。以上でござい

ます。

大谷川なんですけど、３キロにわ○前本委員

たりまして30センチほどかさ上げと聞いている

んですけど、大谷川の支流で金竹川というのが

ございまして、大谷川にその金竹川の樋門がご

ざいまして、いつも毎年開放しっぱなしで、調

整池を下小松の自動車学校等がある地域は湧水

池みたいな機能を果たしていつも浸水常襲地帯

だったんですけど、今回も相当浸水しましたけ

ど、その金竹川に水門閉鎖・開閉の機能強化を

していただくということをお願いしているんで

す。同時に、それだけではとても対応できない

ということで、金竹川は、前回、私一般質問の

中でいろいろ要望申し上げたので、今回現地調

査しましたところ、やっぱり内水排除といいま

すか、その必要性は早急に必要じゃないかとい

うことを地元も要望しておりますし、必要性を

感じているんですけど、その点どうなのかとい

うのが１つと、当分の間、もしそれができない

のであれば、建設省が持っております、河川国

道事務所が持っております移動式の内水排除ポ

ンプ車というんでしょうか、これがどのぐらい

の費用があって、ここに設置することが可能か

、 、どうか 当分内水排除施設ができるまでの間に

新たにできないかどうかということを２点ほど

お尋ねしたいのですけど。

金竹川のまず浸水対策につき○児玉河川課長

ましてから御説明したいと思いますが、今回の

浸水の状況と申しますのは、大谷川の堤防を洪

水が乗り越えたことによって金竹川流域もかな

り浸水しております。従来から大谷川が乗り越

えないような状態のときにも、ある程度の浸水

はありましたけれども、今回の場合には、堤防

を乗り越えたことによって大谷川の水が直接来

たということで、かなり甚大な浸水被害になっ

たということでございまして、この金竹川をど

うするかということにつきましては、まず１つ

は、金竹川が大谷川に合流しているところに樋

門がございますけれども、この樋門を確実に閉

めなくてはいかんということで 今スライドゲー、

トと申しまして、上から下におろすゲートがあ

るんですが、それ以外にもフラップゲートと申

しまして、人間が操作しないでも勝手にあいた

り閉まったりするゲートがあるんですが、これ
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をつけることにしております。激特事業でその

フラップゲートをつける。そのことによりまし

て、人間が行かんでも多分閉まるだろうと。も

し、何か物がひっかかって閉まらんときには、

今ある既設のゲートを下げることによって確実

に閉めるという、まず水門をきちんと閉めると

いうことからやる予定にしております。

それと、金竹川自体につきましては、今年度

県単の予算で堆積土砂の除去を行うこととして

おります。

それからまた、抜本的に、じゃ今後金竹川を

、どう整備していくかということにつきましては

今年度さらに詳細な調査検討を行いまして、ど

ういうふうに整備するかは、また検討していき

たいと考えているところです。

それで、御質問がありました、まず内水対策

でございますが、私どもとしましては、当面そ

ういう対策をとれば、かなり内水被害は軽減さ

れるのではないかと考えておりまして そういっ、

た整備をやった上で、今後の内水の浸水状況を

見ながら、内水対策につきましては判断してい

きたいと考えております。

それから、当面、ポンプ車をそこに配置でき

ないかということでございましたが、先ほど御

説明しましたように、宮崎河川国道事務所が８

台持っているんですが、それぞれ今のところは

配置先が決まっております。移動式のポンプ車

といいましても、なかなかすぐ持っていけるも

のじゃなくて、やっぱり事前の準備とかいろん

なことが要りますので、あらかじめ決められた

ところに国として持っていく予定になっておる

ようでございます。そういったことで、今のと

ころこの金竹川なりに配置することは不可能な

わけなんですけれども、幸いといいますか、今

ポンプを整備中であります六田川とか江川、天

神川、こういったところにも当面の間排水ポン

プ車を設置することになっておりますので、そ

ういったところの整備が終わりましたら、それ

が余裕といいますか、ポンプ車が余ってきます

から、そういった段階では国の方にまたお願い

をしていきたいと考えております。以上でござ

います。

わかっていれば教えていただきた○長友委員

いと思いますが、柏田地区に五十鈴川というの

があると思うのですけれども、これは管理はど

こになっているか。それと、ここの計画が全然

県での説明ですから、見えてないんですけれど

も、市がかかっていると思いますけれども、ど

ういう状況になっていればわかればちょっと教

えていただきたいと思います。

河川管理者がポンプを設置す○児玉河川課長

ることにつきましては、当然本川が法河川で、

その支川も１級河川、２級河川という法河川の

場合に、本川の管理者なり支川の管理者が河川

の事業でポンプをつけるわけでありますけれど

も、五十鈴川につきましては、準用河川になっ

ておりまして市の管理になっております。準用

河川と申しますのは、１級河川のような法律を

準用して管理するということで市が管理する河

川なんですが、その場合には、一般的には、ポ

ンプの整備を仮にやる場合は、支川の管理者で

あります市の方でやっていただく。そういう一

応取り決めになっておりまして、現段階では市

にやっていただくしかないという状況でござい

ます。市の方が具体的にどうされるかというこ

とについてはまだ確認しておりませんので、

ちょっとお答えできません。以上です。

それでは、ポンプ車の８台の行方○長友委員

ですけれども、その中には入っていそうなのか

どうなのか、その辺はわかりませんか。
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今のところ、排水ポンプ車の○児玉河川課長

配置先には入っておりません。ただ、先ほど申

しましたように、何カ所かポンプ場が整備され

ますと、排水ポンプ車が余ってきますから、そ

ういった段階では国の方にお願いしていく一つ

の箇所にはなろうかと思います。以上です。

、 、○前本委員 河川課長さん お尋ねしますけど

六田、天神、江川に、今現在ポンプ車あるんで

すけど、19年度、来年完成しますよね。そのと

きに、終わったらすぐ金竹川の方に移動設置を

してほしいという要望を出していただけるかど

うかをちょっとお尋ねしたいんですが。

内水で浸水する箇所がたくさ○児玉河川課長

んありますので、それを金竹川だけに限定して

お願いすることはちょっと難しいかなと思いま

すけれども、今後の整備状況ですとか浸水被害

の状況を見ながら、緊急度の高いとこから国の

方にはお願いしていくことになろうかと思いま

す。以上です。

８台と言われましたけど、県内で○前本委員

しょうか、宮崎市内に８台でしょうか。もし災

害の一番緊急必要性の高いという意味からしま

すと、これは手前みそになるかもしれませんけ

れども、データ的にも金竹川近辺の浸水災害は

長年続いておりますし、今回は最大の被害を受

けてますので、その程度からしても早急な対応

が必要であると思うのですが、そのあたりのと

ころを勘案していただきまして、できるだけ早

目の対応を要望という形でよろしくお願いしま

す。以上です。

防災対策に関しての委員会ですか○丸山委員

、 、ら 土木のことは抜きにしたいと思うのですが

防災条例の中で、風水害の拡大の防止という章

もありまして、県の責務というのを５項目ほど

書いている中に、いろんな総合的な施策をしな

ければいけないと、こういった激甚災害、いろ

んな災害を含めてやっていくというのはもちろ

ん当たり前のことなんですが、一番気になって

いますのが、４項目の方に、管理する河川、道

路の施設について、災害の危険箇所を明らかに

し、県民に周知しなければいけないという条項

を設けようとしております。また、風水害に関

して、災害発生予測等について調査及び研究を

行い、その成果を公表するものとするというよ

うな条項を今回設けようというふうにしている

んですが、恐らく河川整備が終われば、県民の

方々はもう大丈夫だというふうに思ってしまっ

て、今回の台風14号でもまさかここまでつかる

はずがないということで避難しなかった方が多

かったというふうに聞いているものですから、

このような条項を設けようというふうに考えて

いるんですが、その辺に関しての考え方なりを

少しお伺いしたいと思います。

今、委員がおっしゃいました○児玉河川課長

ように、私どもも、今回の台風でなかなか避難

してくれない住民を目の当たりにしまして、過

去私どもが改修が終わったときに、もうこれで

大丈夫ですよというような誤った認識を住民の

方に与えたかなという反省もしているところで

、 、 、ありまして 河川というのは 整備しましても

その計画を上回る洪水があれば、必ずあふれた

りするわけでありますから、絶対整備が終わっ

ても安全ではないということを、私ども今後強

く言い続けなきゃいかんなと感じたところであ

。 、 、 、ります 今 委員おっしゃったような この案

今見させてもらいましたが、そういったことも

必要かなと思いまして、また中身を詳しく見さ

せていただいて、またいろいろ御意見も言わせ

ていただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。
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第３章に、ハザードマップの作成○丸山委員

を市町村が今回やっていくということになった

んですが、市町村だけではなくて、広域的なこ

、 、とで考えたときに 上流部で雨が降ったときに

ハザードマップもいろんな形があると思ってい

るんですけど、その辺の、今どのような形でハ

ザードマップに関して 「整備が終わったから大、

丈夫ですよ」じゃなくて、どういう形で進めよ

うとされているのかをお伺いしたいと思うので

すけれども。

ハザードマップの整備につき○児玉河川課長

ましては、まず県の方で浸水想定区域図という

。 、のをつくります ある一定の洪水が来たときに

例えば堤防の弱い部分があったりして、ここで

切れるとどれだけ浸水被害が起こるか そういっ、

た浸水想定区域図をつくりまして、それを関係

する市町村に十分説明して、その上でハザード

マップをつくっていただくという手順になって

おりまして、そのハザードマップをつくられる

際も 県の方から予算的な援助もしながらつくっ、

ていただくということで進めるわけですが、当

然最初に申しましたように、浸水想定区域図と

いいますのは、計画洪水流量程度のある規模を

想定して考えておりますので、当然それより大

きな洪水が来ると、先ほど言われたようなこと

もちゃんと地元市町村に説明しながら そういっ、

、たことも踏まえたハザードマップになるように

関係担当者にも十分な説明を周知をしていきた

いと考えております。以上です。

ハザードマップも雨がどの区域が○内村委員

一番多いかでずっと変わってくるんですよ。去

年の都城地域でも、浸水地域が鰐塚山系に雨量

が多いか、その関係でずっと変わってくるんで

、 、すけれども やっぱりその関係でも１項入れて

いろいろと市町村で協議をしていただけたらと

思うのですけれども、お願いしておきます。

例えば大淀川ですと、150年に○児玉河川課長

１回ぐらい来るような大きな洪水を想定してお

りますので 実際は雨の降り方は 今おっしゃっ、 、

たように、いろいろ違うわけですけれども、そ

ういうのをおしなべて、過去のいろんなデータ

等から、いろんなケース・バイ・ケースで判断

した上で、ここにこれだけの水が出てくるとい

う計算をやってありますので、そういったこと

も当然考えに入れながら計画しているところな

んですが、そういった今委員がおっしゃったよ

うなことも、十分また説明をしていきたいと思

います。以上です。

水門管理のことですけど、委託事○前本委員

、 、業として市町村にしてますけど 宮崎市の場合

金竹川ですけど、水門開閉がほとんど実施され

なかったという問題点があります。この辺に対

して大変厳しい地元の声も出てますけど、しか

し、今後の対策をすればということで、大変地

元の理解を得てますけど、先ほど児玉河川課長

さんがおっしゃいましたフラップゲートをいわ

ゆるスライドゲートにかえるというのは、今年

度の事業なんでしょうか。あの河川は県の河川

になりますね、金竹川となりますと。県単事業

で今年度中にやるということかどうか、そこら

あたりのとこ、大変災害にノイローゼになって

、 、 、まして 厳しいことがありますが その時期と

県単事業でやるよという話がありましたら大変

ありがたいので、ちょっとその辺の説明をお願

いしたいのですけど。

金竹川が大谷川に合流します○児玉河川課長

ところの樋門のゲートですけれども、これにつ

きましては、激特事業でゲートをつけることに

しております。今年度詳細な調査設計をやりま

して、来年度工事に入るという予定で考えてお
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ります。19年度工事をやると。以上でございま

す。

このハザードマップですが、これ○由利委員

、はきのうの常任委員会でちょっと出たんですが

いわゆる洪水のハザードマップは当然市町村で

やるんですよね 土砂災害のついたハザードマッ。

プ的なもの、そういったのはこれは雨量によっ

てどうなっていくかということもあって、非常

に洪水よりは難しいのかなと思うのですけれど

も、そういうことに対する対応というのは何か

あるんですか。

土砂災害のハザードマップと○児玉砂防課長

いうことでございますが、これも市町村で義務

づけられておりますが、既に16年に土砂災害危

険区域図というのを、それを私たちはハザード

マップと言っているのですが、それをつくって

おります。既に配布済みでございます。今後は

、「 」 、当然 土砂災害防止法 というのができまして

土砂災害の警戒区域を今後指定を進めておりま

す。そういったところで、制度を上げて、また

それをわかりやすく今度つくっていくというこ

とに今しております。今後は、そういったもの

を含めて、市町村と一緒になってつくっていか

ないかんということで、土砂災害についてもそ

ういった考え方で進めております。以上でござ

います。

。 、○星原委員長 あとございませんか なければ

ここで大体予定の時間に近づいてまいりました

ので、まだお聞きになりたいことがあれば、県

内調査の時点でお聞きいただくということで、

これで土木部の方を終わらせていただきたいと

思います。土木部の皆さん方にはありがとうご

ざいました。

暫時休憩いたします。

午前10時37分休憩

午前10時38分再開

委員会を再開いたします。○星原委員長

総務部においでをいただきました。それでは

早速説明をお願いいたします。

おはようございます。総務部○河野総務部長

でございます。よろしくお願いいたします。

本日は、県の防災対策の根幹となります県地

域防災計画の見直しにつきまして、お手元に配

付しております資料により御説明を申し上げま

す。詳細につきましては、危機管理室長に説明

させますので、よろしくお願いいたします。

それでは御説明いたしま○日髙危機管理室長

す。地域防災計画の見直しであります。

県におきましては、例年国の防災基本計画の

修正、その他の情勢の変化等を踏まえまして、

地域防災計画の見直しを行っているところであ

りますが、今年度の見直しの内容がほぼ固まり

ましたので御説明いたします。

まず、１の見直しまでの手続でありますが、

見直しの内容について国と事前協議をいたしま

して、７月18日に開催する予定であります県防

。 、災会議において審議していただきます そして

それらを踏まえた上で内閣総理大臣あてに正式

協議をいたしまして承認を受けるという手続に

なります。

次に、２の主な見直しの理由でありますが、

１つは国の防災基本計画の修正を踏まえて県の

計画も見直す。もう１点が、昨年本県に未曾有

の被害をもたらしました台風第14号に係る災害

。対策の検証等を踏まえて見直すものであります

次に、３の主な見直しの内容であります。

まず （１）の国の防災基本計画の修正を踏ま、

えたものでありますが、１点目が①の減災に向

けた県民運動の展開であります。これは新潟中
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越地震あるいは観測史上最多の台風の上陸と

なった平成16年の記録的な災害を踏まえて、国

や県などはもとより民間や国民の一人一人まで

が減災のための備えを充実する必要があり、そ

、のための国民運動を展開するとされたことから

同趣旨の規定を追加するものであります。

次に、②の大規模地震に係る減災計画の作成

でありますが、これは国において、東南海・南

海地震などの巨大地震について、具体的な数値

目標である減災目標を掲げた地震防災戦略が策

定され、目標達成のためには地方公共団体の取

り組みが重要であることから、地方においても

地域目標を策定することを要請されておりまし

て、その旨の規定を追加するものであります。

次に （２）の昨年の台風第14号に関する災害、

対策等を踏まえたものとしましては、まず①の

避難基準の明確化であります。避難基準自体は

具体的には市町村が定めるものでありますが、

河川水位などの各種情報を踏まえて、洪水や土

砂災害などの災害の種類ごとに、あるいは対象

地区ごとに客観的かつ明確な判断基準づくりを

、 、行っていただくよう 関係部分の機能を見直し

充実するものであります。

次に、②の多様な情報伝達手段の整備であり

ます。これも基本的には市町村に関連するもの

でありますが、昨年の台風では、避難勧告等の

情報が風雨や夜間等のため必ずしも迅速的確に

伝わらなかったという課題がありましたので、

携帯電話等を含め多様な情報伝達手段の整備に

努める旨の基礎を追加するものであります。

次に、③の風水害予防のための情報提供の強

化でありますが、洪水予報に関しましては、大

淀川など国管理の河川に加え、ことしから県管

理の河川も順次対象としていくこととしており

ます。また、大雨による土砂災害の危険性が高

まったときに、気象台と県が共同で発表します

土砂災害警戒情報につきましても、その導入に

向けて準備を進めているところでありまして、

計画の関係部分を見直すものであります。

最後に （３）としまして国の防災基本計画の、

見直しと昨年の台風第14号の災害対策の両方を

踏まえたものであります。

１点目としまして、①の避難準備情報の活用

であります。非難準備情報とは、一般住民に対

して避難準備を呼びかけるとともに、高齢者や

障害者等の災害時要援護者に対して、早目の段

階で避難行動を開始することを求めるものであ

りますが、これを市町村の計画において明確に

位置づけていただくことにより制度化を図ろう

とするものであります。

２点目が②の洪水ハザードマップの活用推進

であります。平成17年の水防法の改正によりま

して、河川管理者が指定した浸水想定区域内の

市町村は、ハザードマップを作成、公表するこ

とが義務づけられております。このため、国、

県におきまして、順次浸水想定区域図を作成し

ているところであり、市町村においては、これ

を踏まえて、ハザードマップ作成を公表し、洪

水時の円滑かつ迅速な避難を確保することによ

、 。り 被害の軽減を図ろうとするものであります

宮崎県地域防災計画の見直しに関する説明は

以上でございます。

総務部の概要説明が終わりまし○星原委員長

た。ここで委員の皆様の御意見、御質疑があれ

ばお受けをしたいと思います。どなたからでも

結構であります。

手続上のことをもう少しお伺いし○丸山委員

たいのですけれども ７月18日に防災会議があっ、

て、その後に国の内閣の方に送付するというこ

とですが、いつ正式に変わるというか、国から
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通知がまた返ってこないと変わらないというふ

うに認識していいんでしょうか。

手続につきましては、現○日髙危機管理室長

在、国の消防庁と事前協議を行っておるところ

ですけれども、その進行をしながら、事前協議

をしながら７月18日の県防災会議、ここが諮問

機関になっておりますので、協議していただい

て、その後決定して国の方に上げる。そこで承

認をいただくという手続です。

いつ承認になる予定ですか。○丸山委員

正式に上げて約２カ月ぐ○日髙危機管理室長

らいかかるということです。

その中で、減災運動の県民運動も○丸山委員

展開をしていきたいということで、本当にこれ

、は重要な形になっていくと思うのですけれども

できれば去年は９月６、７、８、台風14号でや

られたものですから、その前にできれば本当に

承認をしていただいて、その承認をすることに

よって、恐らくマスコミ等も防災計画が変わり

、ましたよという報道等も一緒に相まってすれば

県民運動の一役にもちょうどいい時期になるの

ではないかと思っておりますので、国の方にも

早目に働きかけでいただいて、台風が来る前に

できれば承認をしていただくとありがたいと

思っております。

その中でハザードマップの活用推進というふ

うに言われているんですけれども、前回の委員

会の中で、宮大の村上助教授においでいただい

たときに、ハザードマップの活用というのは、

まず知らなかったという人が多くて、知ってい

たけど使わなかったという人がもっと多くて、

使った人はほとんど少ないものですから、その

辺のことをこういったふうにできれば、今後積

極的に使っていきたいということは書いていく

んでしょうけれども、具体的にはどういう方向

でやろうというふうに考えていらっしゃるんで

しょうか。

今おっしゃったように、○日髙危機管理室長

ハザードマップがどういうものかということを

知っておられる地域の方々は少ないのじゃない

かなというふうに私ども認識しております。そ

れで、このハザードマップにつきましては、で

きるだけ自主防を中心としたところで行っても

らって、そして、住民参加型のマップ作成とい

うようにしていきたい。その中で、指導的立場

になる人がおられないとなかなかできないん

。 、じゃないかと 現在は自主防の活動については

市町村あるいは消防本部、消防局、そちらの方

が行って、一緒に訓練等も含めてやっておられ

るという状況ですけれども、ことしの防災対策

、事業で防災リーダーを県内４カ所に分けまして

１回が40名、計160名、こういう方の養成といい

ますか、育成というか、これを現在計画をして

おります。そうして、今度はできたらその160名

のそういうリーダー研修をされた中から、今度

はさらに高度な防災技術というか、そういうの

を持たれる防災士というのを10名程度育成して

いこうという考えでおります。ですから、そう

いう方たちができたら先頭に立ってやってもら

うと充実していくんじゃないかというふうに

思っております。以上です。

できるだけ住民が参画してつくる○丸山委員

という意識を持っていただきたい。参画という

のは、責任を持って住民もつくるんですよとい

うのを落とし込みをしていただきたいのと、前

回いただいた資料の中で、自主防災組織の組織

率が非常に市町村でばらばらで、都市部もそう

だし、地方でもそうなんですけれども、余りに

もばらばら過ぎるものですから、自主防災組織

がしっかりしてないところは、先ほど言われた
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形で、特に重点的にやられた方がいですよとい

うのを、市町村の方にも積極的に県の方から働

きかけをお願いしたいと思います。要望させて

いただきます。

ちょっとお尋ねですが、前回の台○長友委員

風14号のときに、避難勧告、避難指示等の用語

がなかなか明確に分けられないというか、そう

いうことで、いっそ避難命令という形にした方

がすっきりするんじゃないかという話があった

と思うのですよね。この辺はどういうふうな議

論がなされて、どういうことに落ち着いたんで

すかね。行政の責務の関係で命令とか何とか使

えないということもあるかもしれませんけれど

も、どういうふうにその辺が規定されたのか、

。わかっていれば教えていただきたいと思います

今おっしゃったのは、昨○日髙危機管理室長

年台風14号後、市町村等集まってもらって、中

でも出た避難がはっきりしないとかいうことが

ありましたので、検討しております。わかりや

すく言えば、洪水の場合をたとえますと、警戒

水位、これを超えた場合には避難準備情報と。

前は避難勧告と避難指示、２つであったんです

けど、今回からその前の避難準備情報というの

を正式に入れております。ですから、３段階と

いうことですが、その一番最初の避難準備情報

というのは、河川でいいますと、警戒水位を超

えたとき、それから避難勧告、これは次の特別

警戒水位を超えた場合、それから危険水位、こ

れが避難指示といったような水位に達したとき

には、一応それを検討しなさいということで、

基準といいますか、それを一応お願いしておる

ところです。今までは地域の河川とか雨の関係

とか、過去の状況とか、そういうのをいろいろ

、探って避難勧告等を出されておったんですけど

今回からは今言った水位が一応の基準というこ

とで、それは地域でまた特性があるでしょうか

ら、そこのところはまた判断していただくとい

うことで、現在宮崎市と日向市が見直しを行っ

ておりますが、ここ宮崎市もそういう細かい３

段階の基準で定めております。そうすると、日

向の方も耳川とか大きな河川なんかは、この水

位という数字まで出して、そのときは避難準備

だと、あるいはこのときは勧告だというような

具体的な基準設定がされてきております。以上

であります。

そこ辺の明確化がなされたという○長友委員

のはいいことなんですけど、あと問題は、これ

が行政を通して伝えられるということがあるん

ですけれども、もう一つ、いろいろテレビ等を

通しても流れると思うのですよ。ただ、住民の

方がこのことを明確に知っておかないと、また

同じような誤解というか、どれがどれだけ強弱

があるのかというのがわからんということやら

生じますので、市町村が大いにそういう啓発は

していかなくちゃいけないと思うのですけれど

、 、 、も 県としても 全市町村と連携していく上で

機会あるごとにこういうことの住民へのはっき

りした伝達、これがなされるように、またそれ

を住民が認識できるように、深まるように何か

、手だてを講じていただくといいなというふうに

。これは要望という形でしておきたいと思います

関連して。先ほど聞かせていただ○井上委員

いたので、ちょっと質問は恐縮なんですけれど

も、今長友委員から出ました情報の伝達という

のが、先ほど丸山委員からも出ましたけど、ハ

ザードマップ、自分の命は自分で守るというの

が基本で、減災のために県民はそれのための準

備を自分もしなければいけないと、これが個人

の責務にだんだんなってくるわけですね。じゃ

一方で、情報をどこで得るかと言われると、大
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方テレビなんですよね。テレビで 「あ、ここか、

ら来よるわ」という感じで、だけども、実際自

分がいるところに関しては、そこに本当に強弱

があるかどうかというのはなかなかわかりにく

いんですよね。だから、日常的な危機感という

のが常に持続をしないと、災害のときには危な

いというふうに思いますし、だからこそ防災訓

練とか含めて日常的なそういう危機を感じる、

ずっと持続できるような体制というのが非常に

必要だと思うのですけれども、幾ら考えても情

報の伝達がテレビ以外に一般的にみんなに伝わ

る方法というのが、じゃ停電のときはどうする

のかとかいろいろあると、非常に孤立すること

というのは多いわけですよ。だから、その情報

伝達について、携帯で云々と、じいちゃんばあ

ちゃん携帯を持っているかといったら、これも

また難しくて、本当に情報の伝達が細かに伝わ

るためにはどうしていくのかという、その問題

についての議論というのはどこまで深まってい

るのかというのが非常に疑問なんです。そこに

ついてちょっと聞かせていただきたいと思いま

す。

今仰せられた避難伝達の○日髙危機管理室長

方法ですけれども、今言われたようにテレビ、

そういうのが最初一番早いかと思いますけれど

、 、 、も それから防災無線の既存の関係 それから

今度携帯のメールを７月の中旬から始めますけ

ど、今委員が言われたように、年配の人は携帯

を持っておるのかということもあります。です

から、幾らでも伝達方法はあっていいと思うの

ですね。どういうのがいいかというのは検討も

しておるんですけれども、今のところ、今年は

携帯のメールをやるということにしております

けれども、そういうことから放送各社、これに

もお願いをして、災害情報、これを小まめに伝

達をしていただくというような協議もしており

ます。今のところは、おっしゃるようなみんな

に徹底した伝達ということにはならないかと思

いますけれども、以上です。

避難所へ避難をするということを○井上委員

本人が認識をするのは、風雨が強くなってから

というのは、それは一番危険なんですよね。だ

から、前回の台風14号のときにも、もうここで

死ぬかと、もういいかと思ってそこにいたとい

。うじいちゃんばあちゃんが多かったんですよね

先日、高岡の方をずっと回っておりましたら、

もう絶対ここで死ぬものかという気概でここに

いましたと言っていらしたけれど、家にはとて

も人間が立つ場所はないところまで水が来てい

るというのは事実なんですよね。だから 「もっ、

と早く避難ということを考えませんでしたか」

と言ったら、もう昔からの情報だけを頼りに、

ここに来るはずがないというところから出発し

ているわけですよね。ですから、やはりそうい

う意味で言うと、情報がいかに以前と昔の、以

前と地域がどんなふうに変わってきたかという

ことについて、よほどしっかりと事前に情報伝

達をしておかないと、昔の勘に頼って判断をし

ようとすることについては事実なので、そこの

対策をきちんとしておいていただきたいという

ことについては、ひとつそれの対策はどうされ

るのかということについてもちょっとお聞かせ

いただきたいと思います。

今おっしゃられた中で、○日髙危機管理室長

年配の方とかそういう方、災害時要援護者とい

う呼び方をしておりますけれども、こういう人

たちの実態が完全に把握されておるのかという

とそうじゃない。ですから、そういう人は、今

言われたように昔の自分たちの勘だけで大丈夫

だ大丈夫だというようなことを言っておられる
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だろうと思います。ですから、現在進めており

ますのが、市町村と連携して、そういう要援護

者、身障者の方もそうですが、実際災害のとき

にそういう情報が得られない。あるいは情報を

得ても自分が避難できない人、こういう人たち

を把握して、そういう人たちには事前に連絡を

して伝達してやるとか、そういう要援護者の把

。握というのを現在進めておるところであります

委員会の勉強会の中でも、地域づ○井上委員

くりというか、まちづくりというか、都市計画

を含めてですけれども、そういう点での基本的

なそういうところが欠落したところで今災害が

来るので、非常に被害が大きくなるという問題

点があるということが、私どももそういう認識

はしているわけですよね。ですから、市町村と

の連携というのは、その辺も含めていかに以前

と地域が変わったか、先ほどの前本委員からも

出ましたが、今まではそこはそんなでもなかっ

たけれども それがより一層そういうふうになっ、

ているということも含めて、それを住民に伝え

るかということについての努力をぜひしていた

だきたいというふうに思いますので、地域の変

化ということについても、そこをしっかりと出

していただけるように、市町村と連携をとって

話し合っていただけたらというふうに思ってお

りますので、そこは要望しておきたいというふ

うに思います。

避難の明確化についても、避難所に行った人

も災害の状況というのがなかなかつかめないと

いう状態にありますので、その辺も深く、今回

の場合、台風14号の経験を生かして、そういう

点での見直しというのを、国に準ずるだけでは

なく、地域に準ずる形で丁寧にやっていただけ

。たらというふうに要望しておきたいと思います

関連ですが、要望ということで、○野辺委員

台風のときはそうでもないと思うのであります

が、大規模地震の場合に、停電とか防災行政無

線もだめとか、テレビももちろん映らない、そ

して携帯電話もパニックで通じない、こういう

ことを私体験したことがあるんですが、それで

ここ２～３日、マスコミで報道されております

正式名称は忘れましたけれども、衛星との高速

無線というんですか，これを今国の方で何か対

応していきたいということでありますが、その

辺については、危機管理室としては何か対応さ

れているんでしょうか。衛星と結んでいる高速

無線。

。○日髙危機管理室長 私も詳細にわかりません

ちょっと確認させてください。

消防保安室長でございま○押川消防保安室長

すけれども、今のところちょっと把握しており

ませんので、把握次第、委員長を通して御報告

に上がりたいと思います。

この２～３日新聞等にかなり出て○野辺委員

いるんですがね。最初どこかの島でやるという

ことでしたけれども、全域でやるとか、きのう

おとといの新聞、もう私、２～３回見たんです

けれども、これは新しい伝達のシステムではな

いかなと注目しているんですけど、ぜひひとつ

研究して、可能であればまた取り組みをお願い

したいと思います。

後ほど調査して報告してくださ○星原委員長

い。よろしくお願いします。

あとはありませんか。

ハザードマップについてです○横田副委員長

けど、これまでその存在すら知らないというよ

うな人もたくさんおられて、うまく活用されて

ないということなんですけど、その理由が、私

は ハザードマップ という言い方もあるんじゃ「 」

ないかと思うのですね。当然私たちはハザード
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マップといったらこんなものだとわかっていま

すけど 一般県民が ハザードマップって何じゃ、 、

ろかと その段階でほかのところにマップが行っ、

てしまうのじゃないかなと。だから、一般県民

がちゃんと目を通してくれるような言い回しと

いいますか、そんなのも検討すべきじゃないか

、 。なといつも思うのですけど いかがでしょうか

おっしゃるとおりだと思○日髙危機管理室長

。 、 、います 津波浸水予想図とか 浸水想定図とか

何かそんなわかりやすくすればいいのじゃない

かと思っておりますけれども、以上です。

今住民の皆さん方の話なのか、個○水間委員

人情報保護法の問題、地域でどういう人たちが

残されて、高齢者がどういう方がおられてとい

うことがあって、それを地域で把握しようと。

だから、今この防災リーダーの皆さん方も地域

に残って一生懸命やられる。じゃ、この地域の

だれがひとり暮らしで、また、どこに二人ぐら

しがいるのか、そういうものの流れの中で、今

非常に問題なのがこの個人情報保護法の中で、

一人一人を把握できる名前を列挙することに非

常に抵抗があるというような話も聞くんだけれ

ども、そこらあたりの個人情報保護法との整合

性というか、考え方、名簿のつくらせ方はどの

ように考えておられますか。

、 、○日髙危機管理室長 今 おっしゃったとおり

個人情報保護法の関係で非常に把握するのが難

しいというのも一つの問題点かと思います。し

かし、個人情報の関係で本人の利益になること

であれば、そういう個人情報を目的外に利用す

る、あるいは提供ができるというような例外と

いうか、そういう理解もありますので、ですか

ら、そういうのがあるとしても、本人に同意を

得るというのが一番だろうと思います。ですか

ら、県で言えば福祉関係とか、そういうところ

はそういう情報を持っておるわけです。ですか

ら、そういう福祉関係、その他の機関、そうい

うところと連携をとりながら、把握はしていっ

たとしても、やはり本人にそういう同意を求め

て、そしてこういう理由ですということで把握

をしていくと。そうすれば本人の方も今度は行

政に対して自分はこういう状態だから、こうい

うふうにそういうときはしてもらいたいという

要望も出てくるかと思うのですね。そこ辺を密

にしていって把握をしていきたいというふうに

やっております。この関係につきましては、こ

としの３月に国の方から災害要援護者のガイド

ラインというのも示されておりますので、それ

を参考にしながら市町村と現在連携しておると

ころであります。以上です。

先ほど160名の地域のリーダー、あ○水間委員

るいは住民の防災士というような話でした。今

消防団員は全体で何人でしたかね。

消防団員は１万5,600ぐら○押川消防保安室長

いです。

年々少なくなっていると。一番多○水間委員

いときで２万3,000～２万4,000人おったという

話でしたね。こういう地域のリーダーをこの消

防団員にもひとつお任せをする。そして、この

経験をした人たちを一つの防災士とする県独自

の、各市町村独自でもそういう一つの奨励の仕

方、消防団員を防災士として団員で５年の経験

、 、をした人たち あるいは10年を経験した人たち

そういう人たちを防災士としての地域のリー

ダーとして任命していくということも、今後の

一つの大きな広がりを持たせる意味では大事な

ことではないのかなというふうに思いますが、

そこらあたりまた御検討いただければというふ

うに思います。

要望でいいですか。○星原委員長
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はい。○水間委員

台風14号ですね、実際的な話で井○前本委員

上委員さんもおっしゃいましたけれども、まさ

かということが起きたものですから、逃げおく

れまして屋根の上に上がったんですよ。暗いん

です。波風が立つんです。救命ボートを携帯で

災害対策の地域本部に電話したんですけど、宮

崎消防局も大変だったと思うのですけど、いつ

来れるかわからんと。来れるか来れないかもわ

かりませんので、なるべく自力で何とか頑張っ

てくださいと、こういう返答でございました。

それはしようがない話かもしれません、実際問

題として。しかし、おかげさまで、モーター付

のエンジンが22そうですか配置されました。手

こぎじゃ、風もあるし、引っくり返って危なく

てこげないものですから 大変早急な対応でボー、

トを設置していただいたと思うのですけど、そ

のボート設置が、大体この辺は浸水災害、どの

ぐらい降雨があったらどのぐらい上がりますよ

というのも予測が立ったはずですので、人命救

助という意味で、もっとボートに関する配置状

況を徹底させるとか、あるいは自主防災組織の

中で、いろいろ自主防災隊等ありまして防災倉

庫もあるんですけど、各個人個人の防災意識を

高めると同時に、防災用具を備えさせると。例

えば、飛行機とか船に乗るときに、ちょっとし

たチョッキ式の救命胴衣、ああいうものはやっ

ぱり年寄りで災害弱者といいますか、援救助者

という人たちには、いざというときはああいう

ものを着せてあげるとか あるいはロープを縛っ、

て、流れるものですから、暗くてわからんもの

ですから、どこかにロープで縛って、そして浮

かんでもしばらくの間は死なないというような

自己防衛的なことをもうちょっと周知徹底され

る必要が実際問題として今度実例としてたくさ

んありました。ですから、行政のやる部分はあ

る程度限度があると思います。ですけど、それ

には徹底した配慮というのが必要かもしれませ

んが、やっぱり自分の命は自分でと井上委員さ

んもおっしゃいましたように、ここ辺は昔はつ

からんけど、この間つかったぞという事実がで

きたものですから、そのあたりの人にはもう

ちょっと小刻みな、きめ細やかな救命をするた

めの準備をさせてください。それがどうかとい

うこと。

、 。もう一つ 飲料水も含めまして食べものです

、 。宮崎は断水しましたし 水源池がつかりました

水がないために相当苦労されたということが一

つですけれども、もう一つは食べ物なんです。

救急のための乾パンとか、そういう救援物資は

３日食べたらもう食べられんそうです。市の職

員も食べなかったそうです。そして、どうする

かということになりまして、慌てて泳いでどこ

か近辺のコンビにか何か探しに行ったけど、み

んな売り切れてないそうです。みんなが買うも

のですから。だもんですから、いざというとき

の食料物資に対しましての配慮がもっと必要か

なと。１日か２日はあの乾パンでもインスタン

トラーメンみたいなものでもいいんですよ。お

湯もない、水もないものですから、インスタン

トラーメンをかじっていたという話があるんで

すけど、そういうものの配慮が足らなかったと

いうことです。ですから、災害が起きないよう

に予防すること、起きたときどうするかという

ことも、この計画の中に十分組み入れてほしい

なと思っております。これは要望でいいです。

今救命ボートの救助用資○押川消防保安室長

機材の話がございました。現在、県下の消防本

部に57隻の救命ボートを配置しております。船

外機付が41、手こぎ式が12、水上バイクが４、
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こういうふうになっています。また、消防団の

方には32隻今救命ボートがございまして、手こ

ぎが22、船外機付が８、水上バイクが２と、こ

ういうふうな数字になっておりますが、昨年、

今委員おっしゃったとおりありましたので、消

防局の方にこの救命ボートを24台、そして消防

団の方に８台、県単の救助用資機材ということ

で補助をしたところでございます。以上です。

委員の皆さん方にお願いがあり○星原委員長

ます。まだ御意見、御質疑があるんじゃないか

なというふうに思いますが、また７月５日に危

機管理室の調査にも参りますので、残りはその

折にさせていただきます。

今になって思い出しまし○押川消防保安室長

て申しわけなく思いますが、さっき野辺委員の

おっしゃいました話ですが、全国瞬時警報シス

テム、通常Ｊ－ＡＬＥＲＴというやつじゃない

かと、こう思っております。中身をちょっと申

し上げますと、津波警報ですとか気象警報、そ

れから武力攻撃の警報等があった場合に、即時

対応が必要な情報を都道府県ですとか市町村防

災行政無線なんかを用いて全住民に瞬時かつ一

斉に伝達するシステムというふうに聞いており

、 、 、まして 平成17年度 31団体で実証実験をして

標準システムができ上がっております。このシ

ステム構築のために総額104億円というような整

備が必要だというふうに聞いております。以上

です。

何か高速無線という名称だったん○野辺委員

ですよね。衛星とつなぐ高速無線、どこか南の

島で１回やって、何か全国的にやると。それか

もしれませんけど。

いま一度調査をしてみま○押川消防保安室長

して、御報告をしたいと思います。以上です。

先ほど申し上げましたが、７月○星原委員長

５日に再度また危機管理室の調査もあります。

そのときにそれぞれまだ御質疑等あるというふ

うに思いますが、そのときにお願いをいたした

いと思います。

これで総務部の概要説明を終わらせていただ

きます。ありがとうございました。総務部の皆

さんには退席していただいて結構であります。

暫時休憩いたします。

午前11時16分休憩

午前11時18分再開

それでは委員会を再開いたしま○星原委員長

す。委員協議に移らせていただきます。

、 、 （ ）まず 協議事項１ 防災に関する条例骨子 案

についてであります。資料１「防災に関する条

例骨子（案）検討資料（修正後 」をごらんいた）

だきたいと思います。前回の委員会で本県の地

域防災計画との整合性や骨子案を検討する上で

まず御決定いただきたかった点等を御協議をい

ただきました。その後、執行部が所管する関係

法令との抵触等の調査もほぼ終了いたしました

ので、その結果も含め、前回資料を整理し直し

たものであります。変更点などについては、下

線を引いてお示しをしておりますので、ごらん

いただきたいと思います。変更前の条例骨子案

は資料２にお示ししております。資料１と見比

べながら御検討いただきたいと思います。

また、前回の委員会の際に御説明いたしまし

たとおり、従前の骨子案では第１章から４章ま

でと、第５章の風水害の部分とで表現が重複し

ている箇所や、風水害の部分で記述されている

事項が災害全体にも該当する部分等がございま

す。条例案として検討していく上で、重複部分

等を整理する必要がありましたので、資料３の

とおり、重複部分を整理統合いたしました。後
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ほど該当部分については御説明をして、御意見

をいただきたいと思います。なお、重複部分以

外でも条例骨子案として記述する必要があるか

否かでも御意見がありましたらお願いをいたし

ます。

それでは、時間もございませんので、早速協

議に入りたいと思います。

まず１ページ、前文からです。正副委員長で

整理をした結果を順次書記から説明をいたしま

す。書記の方から説明をお願いします。

先般、委員協議の中で御協議いた○矢野書記

だきましたことも含めまして整理をいたしまし

たので、ここで御説明いたしたいと思います。

座って説明をさせていただきます。

まず、資料１の１ページ 「前文」でございま、

す。資料２でいきますと、同じく１ページなん

ですが、まず①、下線の箇所で、宮崎県は「尊

い人命を失ったのをはじめ」という文言を追加

させていただいております。以前は、資料２を

見ていただいてわかりますとおり 「尊い人命を、

含め」という表現だったんですが、被害の中に

含めるかどうかという表現の仕方ですが、こち

らの方が適切だろうということで、こちらの方

に整理をさせていただいております。

②につきまして、東南海地震の関係は、周期

などから発生の可能性が高まっているというふ

うに言われておりますが、霧島火山群につきま

しては、噴火について周期が可能性が高まって

いるかという部分は、今も活発に活動を続けて

いるんだというような記述でございますので、

そちらの方に 「噴火」ではなく 「火山群が活、 、

動している」ということで変えさせていただい

ております。

それと、資料１の⑤なんですが 「 自助 「共、「 」

助 「公助」それぞれの考え方を基に、それぞれ」

が危機意識を持って、それぞれの責務、役割を

認識し の次なんですが 以前は 災害の予防・」 、 「

対策を実施することが必要である と書いてあっ」

たんですが、予防・対策というこの対策が何か

がはっきりしませんでしたので、地域防災計画

の記述どおり、その「災害の予防、応急対策、

復旧・復興」というふうに改めさせていただい

ております。

、 、それと 前回御協議いただきましたけれども

風水害多発県であることから、その風水害拡大

防止に関して、別に風水害の章を設けて記述し

ているという本県の条例骨子案の特徴について

も述べております。なお、ここのところは、前

文で書くべきなのか、条文に入れるのかという

のは、今後法制との協議で詰めてまいりたいと

思っております。

前文については以上です。

何かありますか。○星原委員長

文章の専門家に聞いていただきた○由利委員

いのですが、第１番目の「尊い人命を失ったの

をはじめ甚大な被害を受けた」と、こういう表

現しますか。例えば 「尊い人命を失うなど甚大、

な被害を受けた」とかならずに 「失ったのをは、

じめ」と言いますかね 「失ったのをはじめ甚大。

な被害を受けた 、いや、こういう表現でよかっ」

たらいいんですけれども、私ちょっと奇異に感

じるから、もう少しここの文章を、大事なとこ

だから、前文ですからね、こういう表現でいい

のかどうか、文章の専門家にちょっと確認して

みてください。

後ほど確認をしたいと思います。○矢野書記

ほかにはありませんか。○星原委員長

それでは、ただいま由利委員からこの「人命

を失ったのをはじめ」という言葉の部分だけを

再度調べさせていただくということで御理解を
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いただきたいと思います。そのように決定して

よろしいでしょうか。

〔 はい」と呼ぶ者あり〕「

ありがとうございました。○星原委員長

それでは、続いて説明をお願いします。

それでは、次に第１章総則、第１○矢野書記

節目的のところでございます。ページは、資料

１の２ページになります。ここのところは、前

回は、条例のところで 「この条例は、地震、津、

波、噴火、暴風、豪雨、洪水、高潮、土砂災害

等の自然災害から」というふうに条文が書いて

あったわけですが、この条例の中で、地域防災

計画や災害対策基本法と違うというか、より深

、く範囲を決めているところ等がございますので

第２節の定義で、この条例に出てきます特別な

文言について、定義を追加させていただく関係

上、目的のところの自然災害と言われる部分を

ここで削除させていただいております。それは

定義にどういうものかというのを説明してある

からということでございます。

あと、２ページの変更点の（２）のところで

ございますけど 「県が実施する施策の基本とな、

る事項を定めることにより」という文言につい

て、ここはちょっと御協議いただきたいのです

が、ここの条例の中で「県が実施する施策の基

本となる事項」という部分については、もとも

と地域防災計画に定められており、非常に中身

が多岐にわたっているんですが、本条例骨子で

、はすべてこれを定めているとは言いがたいので

ここを残すかどうか、一応案としては削ってお

りますが、残すかどうかという部分について御

協議をいただきたいと思います。

、 、「 、 、 、それと 以前の目的では 県 市町村 県民

事業者等が一体となって防災に取り組む地域防

災協働社会の形成を推進し」という言葉が入っ

ていたんですが、この「地域防災協働社会」と

いう言葉がちょっと法令等にも見当たらないと

いう話と、この後ろの骨子の後に、この「地域

防災協働社会」という言葉がこれ以降１回も出

てこないので、その前で説明している「県、市

町村、県民、事業者等が一体となって防災に取

り組む社会」ということで、これでわかりやす

い表現がここに出ておりますので、あえて「地

域防災協働社会」という言葉を入れずに 「県、、

市町村、県民、事業者等が一体となって防災に

取り組む社会」と、そのまま言ってしまった方

がわかりやすいのかなというふうに思っており

ます。御協議をお願いいたします。

今説明をいただきました。委員○星原委員長

の皆様の御意見を伺いたいと思います。よろし

いでしょうか。

〔 はい」と呼ぶ者あり〕「

それではただいま説明のあった○星原委員長

内容で進めるということで決定をさせていただ

きます。

次に、定義についてお願いします。

それでは３ページの定義でござい○矢野書記

ます。

第２節定義として、先ほど「目的」のところ

でも申しましたけれども、この条例に掲げてあ

ります重要な言葉について定義をさせていただ

いております （１）から（８）まで、これは新。

しく前回の条例骨子案にはなかったものを追加

させていただいております。後ろに災害防災関

係機関それぞれいろいろな言葉が何回も出てく

る関係上、ここで定義をさせていただいている

ということでございます。

この条例につきまして （１）の災害につきま、

しては、前回の委員協議でも御協議いただきま

したように、災害対策基本法が定めます災害よ
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りも、より範囲をちょっと狭めて、放射能災害

その他については、これは想定をせずに、宮崎

県が受ける災害という部分に限定をしていると

。いうことでここに書かせていただいております

あと、風水害に関しては、どういうものかと

いうものについては、どこにも記述がございま

せんので、ここで定義をさせていただいており

ます。

以下 （３ （４ （５ （６ （７ （８）とい、 ） ） ） ） ）

うふうに、それぞれの語句について定義をさせ

ていただいているということでございます。

説明は以上でございます。

ただいま説明いただいたとおり○星原委員長

であります。委員の皆さんの御意見があればお

伺いをいたします。

定義については、今の説明の内容でよろしい

でしょうか。

〔 はい」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定をさ○星原委員長

せていただきます。

次に 「県の責務」についてであります。説明、

をお願いします。

第３節 県の責務でございます。○矢野書記

資料１は４ページ、資料２は２ページに掲げ

させていただいております。県の責務について

、 、書いてございますが この防災に関する条例は

それぞれの自助・共助・公助というところなの

で、県の責務、市町村の役割、県民の責務、事

業者の責務ということをそれぞれ書いておりま

す。ここにつきましては、先ほど委員長の方か

らもお話がございましたとおり、第５章「風水

害対策」につきましても、それぞれ県の責務、

市町村の役割、県民の責務、事業者の責務とい

うようなところをそれぞれ書いていただきまし

て、それぞれのところでの御検討をいただいて

いるということでございます。今回、条例骨子

案をつくるとしたときに、県の責務が各章それ

ぞれで出てくるということはなかなか県民の

方々にわかりづらいということで、第５章にあ

りました表現を使いながら、特に第５章でも、

先ほど委員長の方から申しましたように、災害

全般にあてはまるというようなところもござい

ますので、それを前の方に、各責務、各役割の

ところに寄せさせていただいております。

、 、まず 資料３をごらんいただきたいのですが

資料３の見方といたしまして、大きな枠が３つ

ございますけど、左から２つは旧条例案にどう

書かれてあったかということでございます。右

のちょっと太字で書かせていただいております

「条例骨子（案）検討資料（修正後 」につきま）

しては、今度の新しい資料１の方に盛り込ませ

ていただいた文言を書かせていただいておりま

す。

まず、これから簡単に御説明しますと、旧資

料、資料２の２ページの「総則－県の責務」の

ところに 「①県は災害から県民の生命、身体及、

び財産を保護するため、総合的な施策を実施す

ること」というふうに書かれております。それ

で、同じ資料２の10ページ「第５章 風水害の

」拡大の防止等－第１節 予防対策－１県の責務

のところに 「①県は、風水害対策に関する総合、

的な施策を策定し、実施する責務を有する」と

書かれてございます。同じく、そういう総合的

な施策を県が実施することというのが県の責務

として書かれておりますので、これを第３節の

県の責務、資料１の４ページに持ってこさせて

、「 、 、いただきまして ①県は 災害から県民の生命

身体及び財産を保護するため、防災対策に関す

る総合的な施策を実施する」ということでまと

めさせていただければというふうに思っており
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ます。

、（ ）、 、「 、 、次に ２ ③の部分なんですが 県は 国

市町村と連携して」というのを資料１に書かせ

ていただいておりますが、この分につきまして

は、市町村と国と連携して、治山、治水事業を

、進める必要があるということがございますので

これは 「国・市町村と連携して」という言葉を、

入れさせていただいております。それで、同じ

く資料３のところに、説明が行ったり来たりで

わかりにくいと思いますが、旧資料２のところ

に、また同じような表現がございまして、県の

責務 「県は、災害による被害を軽減するため、、

治山、治水、道路防災、海岸保全対策などを推

進し、災害に強い県土づくりを進めること」と

いう話と、風水害の部分で 「県は、市町村、そ、

の他関係行政機関と連携して、治山、治水対策

等を通じて、災害に強い県土づくりを推進する

ものとする」と同じ表現が使われておりますの

で、これを新しく資料１の４ページの「県の責

務」の③に「県は、国、市町村と連携して、治

山、治水、道路防災、海岸保全対策などを推進

し、災害に強い県土づくりを推進する」という

ふうに記載をさせていただいております。

、 、続きまして 資料１にお戻りいただきまして

変更点の（３ 、④なんですが、④につきまして）

は、この前御協議のときにお話をさせていただ

きましたけど、支援、助成という部分を地域防

災計画の表現に改めまして 「支援、調整に努め、

る」ということで書きまして、４で意味してい

る助成、財政上の部分につきましては、８にも

ともと「県は、防災対策に関して必要な財政上

の措置を講ずるように努める」というふうにご

ざいますので、ここに含めて読ませていただけ

たらというふうに思っております。

それと⑦でございます 「県は、国、市町村と。

連携して、被災後の県民生活の再建及び県土の

復興に努める」ということなんですが、以前の

旧骨子案につきましては 「県は、災害後の県民、

生活の再建と復興に努めること」というふうに

書かれてございましたけれども、当然、国、市

町村等と連携する必要があるという話と、県民

生活の再建という部分と、あと復興という部分

が何を示しているかというところで、いろいろ

地域防災計画等を見ますと 「県土の復興」とい、

う言葉が出てまいりますので、ここで県土の復

興ということで、復興をはっきりわかるように

書かせていただいております。⑦につきまして

も、風水害の部分と第１章、第４章の部分が重

なっておりまして 「県は、災害後の県民生活の、

再建と復興に努めること」という案文と風水害

のところに「県は、国、市町村等と連携して、

被災後の県民生活の再建及び県土の復興を早急

に図るため、最大の努力を払わなければならな

い」というところを１つにしまして、⑦の表現

のようにさせていただいております。第３節に

ついては以上でございます。

説明をいただきました。第３節○星原委員長

の説明について御意見はありませんか。

なければ、第３節もこのような形で取り扱っ

てよろしいでしょうか。

〔 はい」と呼ぶ者あり〕「

それではそのように決定をいた○星原委員長

します。

続きまして、第４節 市町村の役割について

お願いします。

第４節 市町村の役割についてで○矢野書記

ございます。

、 。まず 資料３を見ていただきたいと思います

上から４枠目、条例骨子（案 （修正前）のとこ）

ろに、ページ２ 「第１章総則－第３節市町村の、
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役割」というところで 「①市町村は基礎的な地、

方公共団体として、県、自主防災組織、防災関

係機関等と連携して、防災対策の推進に努める

こと」という表現がございました。同じく風水

害の章に 「市町村の責務」として 「①市町村、 、

は、基礎的な地方公共団体として、県、自主防

災組織、ボランティアその他防災に係る関係機

関と連携して、当該市町村の地域並びに住民の

生命、身体及び財産を災害から保護するための

施策の推進に努めるものとする」というふうに

書かれてございました。それで、今回はその２

つを合わせまして、ページ５、資料１の①のと

、「 、 、おり 市町村は 基礎的な地方公共団体として

県、自主防災組織、その他防災関係機関等と連

携して、当該市町村の地域並びに住民の生命、

身体及び財産を災害から保護するための施策を

推進する」というふうに書かせていただきまし

た。この市町村の役割につきましては、地域防

災計画に定められている表現のとおりでござい

ます。それと、市町村につきましては、地方分

権一括法上の施行された関係で、県と市町村は

、対等の関係だというようなことがございまして

一方的に県の方が市町村に責務を課すことがで

きないというふうになってございますので、他

県の条例もそうなんですが 「市町村の役割」と、

いう表現に改めさせていただいております。

それと、資料１、ページ５の（２）でござい

ますけれども、防災対策の目的、地域防災計画

の記述、先ほど私申し上げましたけれども、そ

の分の目的を明記させていただいております。

それと（３ 、以前は防災対策の推進に努める）

というふうに書いてあったのですが、これは災

害対策基本法及び地域防災計画において、もと

もと市町村が行わなければならない、これは一

方的に責務を課しているわけではなくて、法律

でするべきだというふうに書かれてございます

ので、ここについては 「努める」の表現を削除、

させていただいて「推進する」というふうに書

かせていただいております。

それと②、③、④でございますが、これにつ

きましては、風水害の部分に記述をされてござ

いました。風水害の部分の市町村の責務のとこ

ろに書かれてあったんですが、見ていただきま

すとわかりますように、②迅速的確に避難でき

る体制の整備、③は災害に関する情報の収集の

体制整備、それと的確な情報の住民への提供、

④につきましては、災害時要援護者に対する避

難誘導、その他の部分について風水害の部分に

書かれてあったんですが、これは災害全体の部

分にも該当するところでございますので、ここ

の方に全体として市町村の役割というふうなと

ころで書かせていただいております。

それともう１点でございますが、ここには書

いてございませんけれども、④のところの災害

時要援護者について 「避難誘導、介助等」と書、

いてございます。以前は、ここが「介護支援」

と書いてあったんですが、介護というところに

つきましては、実際逃げるときに手助けをする

という意味での介助というのが適当ではないか

ということで、これは福祉保健部におうかがい

して記述させていただいております。

以上でございます。

今、第４節市町村の役割につい○星原委員長

ての説明があったところですが、これについて

の御意見がありましたらお伺いいたします。よ

ろしいでしょうか。

〔 はい」と呼ぶ者あり〕「

なければ、そのように決定をさ○星原委員長

せていただきます。

次に、第５節 県民の責務についてお願いし
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ます。

資料１、６ページ、第５節 県民○矢野書記

の責務でございます。一応県民の責務が①から

⑥まで書かれてございますが、まず変更点を見

ていただきますと （１ 「第５章 風水害の拡、 ）、

大の防止等」の記述との調整について、本節と

「第５章１節 予防対策－２県民の責務」につ

いては、いずれも防災に関する県民の責務を記

述しているが、骨子の構成調整や記述の整理統

合を行う必要があると書いてございますが、そ

れはどういうことかといいますと、７ページに

ございまして、本節の構成は、①市町村への協

力が一番最初に書いてございました。②防災知

識の習得及び自主防災活動への取り組みが書か

れてございました。次に、③自己の安全確保の

ための方策、④県民間の相互協力というのを書

いてございましたけれども、第５章の構成は、

、 、この中身 矢印を見ていただくとわかるように

それぞれ同じ場所に書かれてあるところもあり

ますが、順序が微妙に違っているところもござ

いまして、構成の調整をさせていただきたいと

いうことで、構成の調整案を出させていただい

ております。Ｂの構成調整案が７ページにござ

いますが、①県、民間の相互協力による県民全

体の安全等の確保を一番最初に持ってきてはど

。 、 、うかと その次に防災知識等の習得 情報収集

自主防災活動への取り組み、その次に自己の安

全確保のための方策、その次に県、市町村への

協力というようなことで書かせていただければ

、 、どうかということで この順序につきましては

後ほど法制とのテクニックの部分もございます

ので、それで順序が変わるかもしれませんが、

今回の骨子として出させていただくのはこの順

序で出させていただきたいというふうに考えて

おります。

それと （２）でございますが、まず①の部分、

なんですが、以前の計画によりましては、県民

の責務のところで、これは「県民全体の生命、

身体、財産の安全確保を図る」と書かれてあっ

たのですが、これは風水害の該当部分を持って

きているんですが 「県民が地域の過去の被災状、

況を考慮し」と書いてございますので、確かに

県全体のことを考えながらやるということだろ

うとは思うのですが、地域住民全体の生命、身

体及び財産の安全の確保ということで、共助の

ところをここで言わせていただいたらどうかと

いうふうに思っておりまして 「地域住民」と修、

正することはどうかという話でございます。

それと、防災対策に関してなんですが、②に

「県民は、防災訓練等に積極的に参加する等、

防災対策に関する知識の習得及び情報の収集に

努めるとともに」と書いておりますが、以前は

これが「災害対策」というふうに書かれてござ

いました。災害対策というよりも実際防災訓練

等というのは防災対策でございますので、防災

対策に関する知識の習得に変えさせていただい

てはどうかというふうに思っております。

それと（４）でございますが、同じく②のと

ころなんですが、以前は「自主防災組織や防災

ボランティアなど、危機管理意識を持って」と

いうふうに書かれておりましたけれども、防災

ボランティアにどうするのかというのが書かれ

てございませんでしたので、ここに「防災ボラ

ンティアへの参加」というふうなところを入れ

させていただいております。

それと（５）でございますが、④、⑤につい

ては、風水害の部分に記載されておりまして、

災害時要援護者に対する相互協力の避難誘導介

助、それと県民生活、被災生活の再建と居住す

る地域の復興に努めるに当たっての相互協力、
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ボランティア、市町村、県その他の行政機関と

の連携、いわゆる共助、公助のところでござい

ますけど、そこが風水害のところに書かれてあ

りまして、この１から４章のところに書かれて

ございませんでしたので、これを前の方の県民

の責務のところに持ってきてはどうかというこ

とでございます。

あと、６ページの⑥の波線につきましては、

④と⑤を挿入した関係上 以前の④が⑥番になっ、

。 。たということでございます 以上でございます

第５節 県民の責務についての○星原委員長

説明であります。これについて御意見はありま

せんか。

なければそのように決定してよろしいでしょ

うか。

〔 はい」と呼ぶ者あり〕「

そのように決定をさせていただ○星原委員長

きます。

次に、第６節 事業者の責務について説明を

お願いします。

ここの部分につきましては、事業○矢野書記

者の責務、８ページにつきましては、一番の変

更点は①をつけ足させていただいているところ

でございます。以前は②から⑤までが事業者の

責務というふうに書いていたんですが、事業者

は基本的にライフライン事業者、危険物を取り

扱う事業者、トラック等を持っている事業者、

いろいろございますが、社会的な責任があると

いうふうなところで、それぞれの災害対策基本

法上にもそういうふうに書かれてございます。

ですので、その事業者の責務として、まず一番

最初は、社会的責任に基づいてということが１

つと、あと、県、市町村、県民もみずからの命

、その他を守るということがございますけれども

事業者としては、従業員の生命、身体について

責任があるということと、あとお客さんとして

来られた方についても責任がございますので、

事業者はその社会的責任に基づき、従業員、事

業所に来所する者及び事業所の周辺地域におけ

る住民の安全の確保に努めると、ここが事業者

の方たちの取り組みとして、災害があったとき

に車を出すとか、みんな助け合って避難に努め

るとかいう部分を含めまして 「事業所の周辺地、

域における住民の安全の確保」というところを

入れさせていただいております。

それと、変更点の（２）でございますが、第

５節との整合性を図るため、項目の並べかえを

行わせていただいておりますが、これは技術的

な問題でございますので、特に説明は省かせて

いただいております。以上でございます。

第６節 事業者の責務について○星原委員長

の説明が終わりました。御意見はありますか。

いいですか。

それでは、何もないようでありますので、そ

のように決定してよろしいでしょうか。

〔 はい」と呼ぶ者あり〕「

では、そのように決定をいたし○星原委員長

ます。

お諮りいたします。

あす、また視察の協議等がありまして、12時

までに終わろうとすれば、もうここまでにさせ

ていただいて、後はまた５日に時間があります

ので、そのようにしたいというふうに思います

が、よろしいでしょうか。

大したことじゃないんですが、先○野辺委員

ほど「県土の復興に努める」という言葉は、県

の防災計画では「復興」となるんですか。復興

というたら、戦後の復興とかいう感じでちょっ

と大きいみたいなんですが、復旧ではいけない

のか。どういう表現を使うのですか。
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地域防災計画がそれぞれいろいろ○矢野書記

定めがございますけれども、この地域防災計画

の中で対策的に幾つか定めがございまして、そ

のときに、予防対策、応急対策、復旧、復興と

いうそれぞれの言葉がございまして、県土の復

興という部分については、地域防災計画の中に

たびたび出てまいる部分なんですが、委員おっ

しゃられる部分については、もう一度調べまし

て、今度回答したいと思います。

もう１回調査をして報告いただ○星原委員長

けるということでありますので、そのようにさ

せていただいてよろしいですか。

〔 はい」と呼ぶ者あり〕「

先ほど言いましたが、時間の関○星原委員長

係上そういう形にさせていただいてよろしいで

すか。

〔 はい」と呼ぶ者あり〕「

じゃ、きょうの説明、協議の部○星原委員長

。分はこれで終わらせていただきたいと思います

それでは、きょうまでの部分は第６節までと

。いうことで終わらせていただきたいと思います

それから、今後、この骨子案について、パブ

リックコメントの実施市町村への意見照会など

を行っていくこととしておりますが、骨子案の

名称あるいは今後の進め方、パブリックコメン

トの実施の仕方等につきましては、次回７月５

日の委員会で御協議をいただくということを予

定いたしております。また、今申し上げました

手続に加え、条例化に向け、法制担当部局との

協議も本格化してまいります。

ただいま御協議いただいた骨子案で条例化の

協議を行っていく過程において、法制独特の語

句の使い方、記述方法等が出てくる場合がある

と考えられます。

、 、そこで 委員の皆様にお諮りをいたしますが

そのような場合においては、本来ですと、その

都度委員会を開催し、委員の皆様で御協議いた

だくべきものと考えておりますが、何度も委員

の皆さんに御協議いただくのは時間的にも困難

かと思われますので、骨子案の趣旨を変更しな

、 、い範囲において 法制的な修正につきましては

正副委員長に御一任いただくことで了承いただ

けませんでしょうか。

〔 はい」と呼ぶ者あり〕「

では、そのようにとり進めさせ○星原委員長

ていただきます。

続きまして、協議事項（２ 、県内調査につい）

てであります。

まず、県南調査についてですが、資料４をご

らんいただきたいと思います。前回、県南調査

については御確認いただいたところですが、調

査時間等、詳細が入っているものをお配りをい

たしております。再度確認させていただきます

が、７月５日（水曜日）は、第４委員会室で、

条例に対する委員協議、ＮＰＯの方々との意見

交換会の後、危機管理室で説明を受けることと

。 、 、いたしております なお 服装につきましては

本日のような夏季軽装にてお願いをしたいと

思っております。

、 、 、 、次に 翌日の７月６日 ７日にかけて 宮崎

都城、日南で調査を行います。服装につきまし

ては、災害現地調査もありますことから、昨日

配付されました防災服で調査を行いたいと思い

、 。ますので どうかよろしくお願いをいたします

靴は普通の靴で結構かと思います。なお、後ほ

ど書記が調査の出欠の確認をいたしますので、

よろしくお願いをいたします。

次に、県北調査についてであります。資料５

をごらんください。

７月19日から21日までで実施される県北調査
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も日程案を作成したところであります。７月19

日は日向市役所で市の防災の取り組みと地元の

自治会等の取り組みについてお話を伺い、その

、 。後 災害の現地を調査することとしております

宿泊は日向市となります。

７月20日は、日之影町において、前回の台風

第14号の土砂災害現場を調査した後、日之影町

役場にお伺いをすることとしております。日之

影町では、台風14号による住宅被害が130世帯を

超え、町民の皆さんの生活に大きな影響を与え

たわけですが、早期の避難勧告や消防団の避難

。 、誘導により人的被害がありませんでした また

消防団や建設業者、公民館等が一体となって復

興に取り組まれております。今回の調査では町

や自治会、消防団の取り組み方についてお話を

伺うことといたしております。

また、延岡市の河川激甚災害対策事業の現場

も調査することとしております。

７月21日は延岡市役所で防災への取り組みを

お伺いしたいと思っております。延岡市では現

在、台風の教訓を生かし、災害情報メールや事

業者との災害時の協定、その他の防災への取り

組みを進めておられますので、そのあたりの話

を伺うこととしております。

日程案についてでありますが、御意見があれ

ばお伺いをいたしたいと思います。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

なければそのように進めさせて○星原委員長

いただきたいと思います。

では、そのように進めることといたします。

詳細につきましては、後日文書にてお知らせを

させていただきます。

次に、次回の委員会の資料等の要求について

何か御意見はありませんか。

〔 ありません」と呼ぶ者あり〕「

その他でも何かありませんか。○星原委員長

〔 ありません」と呼ぶ者あり〕「

なければ、本日の委員会はこれ○星原委員長

で終了いたします。

次回の委員会は、先ほども御説明いたしまし

たとおり、７月５日（水曜日）の10時から開催

いたします。なおまた、７月６日から７日は県

南調査を行いますので、よろしくお願いをいい

たします。

以上で本日の委員会を閉会いたします。御苦

労さまでした。

午前11時54分閉会
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